
やまぐちエコ市場カーボン・オフセットシステム運営要綱

第１章 運営要綱の基本的事項

１.１ 目的、位置づけ

カーボン・オフセットは、誰もが参加でき、ＣＯ２削減につながる取組であること

から、会員企業等のＣＯ２削減の取組が環境面だけでなく経済的メリットの創出につ

ながるよう、本システムを試行的に運営することとする。

本運営要綱においては、やまぐちエコ市場カーボン・オフセットシステムの運営の

ために必要となる組織の業務や、取組主体・事業主体等による手続きその他運営のた

めに必要となる事項を定める。

１.２ 体制

本システムは、やまぐちエコ市場により運営される。

運営にあたって、以下の組織を構築する。

組 織 業 務 内 容

やまぐちエコ市場カーボン・ ・カーボン・オフセット取組の登録

オフセットシステム運営会議 ・カーボン・オフセット取組登録簿の作成・管理

（以下「運営会議」という） ・カーボン・オフセット取組者とＣＯ２削減事業者との

マッチング

・カーボン・オフセット取組証明書の発行

・ＣＯ２削減事業の登録

・ＣＯ２削減事業登録簿の作成・管理

・「やまぐちエコ市場オフセット・クレジット」の認証・

発行

・「やまぐちエコ市場オフセット・クレジット」認証簿の

作成・管理

・「やまぐちエコ市場オフセット・クレジット」認証審査

会の運営

・その他、やまぐちエコ市場カーボン・オフセットシス

テムを運用するために必要な事項

やまぐちエコ市場オフセット ・ＣＯ２削減事業の登録の適合性に関する審査

・クレジット認証審査会 ・やまぐちエコ市場オフセット・クレジットの認証の適

（以下「審査会」という） 合性に関する審査

・その他、やまぐちエコ市場カーボン・オフセットシス

テムの運用において必要な審査



１.３ 用語の定義

① カーボン・オフセット取組

自らのＣＯ２排出量を認識し、主体的にこれを削減する努力を行うとともに、削減

が困難な部分の排出量について、他の場所で実現したＣＯ２削減量（クレジット）を

購入することにより、その排出量の全部または一部の埋め合わせを行う取組をいう。

② カーボン・オフセット取組者

カーボン・オフセットの取組を行う者であり、市民、企業、ＮＰＯ／ＮＧＯ、自治

体等の全ての者がそれぞれの立場でカーボン・オフセット取組者となることができ

る。

③ ＣＯ２削減事業

燃料転換や省エネ設備の導入等によりＣＯ２排出量の削減を行う事業をいう。

なお、本要綱においては、森林管理等によるＣＯ２吸収量の増大を図る事業も含む。

④ ＣＯ２削減事業者

ＣＯ２削減事業を実施し、自らのＣＯ２排出量の削減やＣＯ２吸収量の増大を行う

者をいう。

⑤ ＣＯ２削減量

ＣＯ２削減事業の実施により実現したＣＯ２排出の削減量をいう。

なお、本要綱においては、森林管理等によるＣＯ２吸収の増大量も含む。

⑥ やまぐちエコ市場オフセット・クレジット

ＣＯ２削減事業により実現されたＣＯ２削減量について、本運営要綱に基づき運営

会議が認証したＣＯ２削減量をいう。（以下「クレジット」という。）

⑦ クレジット算定手法

ＣＯ２削減事業の登録において、クレジットを算定する際の条件やＣＯ２削減量の

算定方式、モニタリング方法等を定めたものをいう。

⑧ モニタリング

ＣＯ２削減量の算定に必要な値を計測し、記録することをいう。



第２章 カーボン・オフセット取組

２.１ カーボン・オフセット取組の流れ

カーボン・オフセット取組の登録申請から、取組証明書の発行までの流れは以下フ

ロー図のとおり。

Ｗｅｂサイト

カーボン・オフセット取組
実施済み報告

エコ市場Ｗｅｂ「実施済み
報告サイト」に記入

  報告内容の確認
Ｗｅｂ上「登録簿」に
記載

「カーボン・オフセット
取組証明書」の発行

カーボン・オフセット取組者による手続きフロー

カーボン・オフセット
取組者

手続き 運営会議

  登録の決定

　カーボン・オフセットの
取組実施についての登
録申請

エコ市場Ｗｅｂ「登録手続
きサイト」に記入 Ｗｅｂ上「登録簿」に

掲載

ＣＯ２削減事業者からの

クレジットの購入

登録通知



２.２ カーボン・オフセット取組登録申請

① 本システムによりクレジットを購入しようとする者は、やまぐちエコ市場Ｗｅｂ「カ

ーボン・オフセット取組登録手続きサイト」において、登録申請を行う。（様式１）

② 運営会議は、申請内容を確認し、支障がない場合は、当該取組をカーボン・オフセ

ット取組登録簿に登録する。

③ カーボン・オフセット取組登録簿は、やまぐちエコ市場Ｗｅｂ上で公開する。

２.３ カーボン・オフセット取組登録者によるクレジットの購入

① カーボン・オフセット取組登録者は、やまぐちエコ市場Ｗｅｂ上で公開されている

「やまぐちエコ市場オフセット・クレジット」認証簿から希望するクレジットを選択

し、当該ＣＯ２削減事業者に連絡の上必要なクレジットの購入を行う。

２.４ カーボン・オフセット取組者によるオフセット実施済み報告

① カーボン・オフセット取組登録者は、ＣＯ２削減事業者からクレジットを購入して

オフセット取組を完了した場合、やまぐちエコ市場Ｗｅｂ「オフセット取組実施済み

報告サイト」において、実施済みの報告を行う。

② 運営会議は、報告内容の確認を行い、支障がない場合は、実施済みの内容を登録簿

に記録し、やまぐちエコ市場Ｗｅｂ上で公開する。あわせて、カーボン・オフセット

取組登録者に対して、「カーボン・オフセット取組証明書」を発行する。



第３章 ＣＯ２削減事業

３.１ ＣＯ２削減事業等の流れ

ＣＯ２削減事業登録申請からクレジット認証までの流れは以下フロー図のとおり。

審査会 Ｗｅｂサイト

ＣＯ２削減事業登録事前確
認

エコ市場Ｗｅｂ「登録手続
きサイト」に記入

  登録内容の確認

ＣＯ２削減事業登録
申請書提出指示

Ｗｅｂ上「登録簿」に掲
載

Ｗｅｂ上「認証簿」に掲
載

クレジット提供報告
エコ市場Ｗｅｂ「クレジット
提供報告サイト」に記入

  報告内容の確認
Ｗｅｂ上「認証簿」に記
載

  認証の決定
（クレジットと して管理）

  認証審査

クレジット認証申請書
（実績報告書）

ＣＯ２削減事業者による手続きフロー　

ＣＯ２削減事業登録申請書
（事業計画書）

ＣＯ２削減事業者 手続き 運営会議

  登録の決定

  登録審査

オフセット取組者へのクレ

ジット売買の成立

ＣＯ２削減事業の実施
（モニタリング実施）

登録通知

認証通知



３.２ ＣＯ２削減事業登録申請

① ＣＯ２削減事業の実施により、クレジットを取得しようとする者は、やまぐちエコ

市場Ｗｅｂ「ＣＯ２削減事業登録手続きサイト」において、ＣＯ２削減事業登録の事

前確認申し込みを行う。

② 運営会議は、申し込みの内容を確認の上、ＣＯ２削減事業者に対しＣＯ２削減事業

登録申請書の提出を指示する。

③ ＣＯ２削減事業者は、ＣＯ２削減事業登録申請書に、ＣＯ２削減事業計画書（ＣＯ

２削減事業の概要、モニタリング方法等の情報を記載）及びクレジット算定手法を添

付し、運営会議に提出する。

④ ＣＯ２削減事業登録申請書、ＣＯ２削減事業計画書、クレジット算定手法は別に定

める様式に沿って作成する。（様式第２号）

３.３ ＣＯ２削減事業の登録

① 運営会議は、受理した申請書の審査を、審査会に付託する。

② 審査会は、ＣＯ２削減事業者から提出されたＣＯ２削減計画書等に基づき当該ＣＯ

２削減事業の登録の適合性を審査し、運営会議に報告する。

③ 運営会議は、審査会の審査報告を踏まえ、ＣＯ２削減事業としてＣＯ２削減事業登

録簿に登録する。

④ ＣＯ２削減事業登録簿は、Ｗｅｂ上で公開する。

⑤ 登録されたＣＯ２削減事業に係る事業計画書は、事業者の了解を得て公表するもの

とする。

（注意）ＣＯ２削減事業の登録は、当該事業について本制度上正式に手続きを開始するものであり、

登録された事業についてクレジットの認証を保証するものではない。

３.４ クレジット算定手法の公表

① 運営会議は、登録されたＣＯ２削減事業の種別ごとに、クレジット算定手法の統一

化を図り、公表するものとする。

第４章 ＣＯ２削減量の認証

４.１ ＣＯ２削減事業・モニタリングの実施

① ＣＯ２削減事業者は、ＣＯ２削減事業計画書に則してＣＯ２削減事業を実施すると

ともに、あわせてモニタリングを実施する。

４.２ クレジット認証申請

① ＣＯ２削減事業者は、クレジットの認証を取得するにあたっては、クレジット認証

申請書にＣＯ２削減実績報告書（ＣＯ２削減事業の概要、モニタリング結果等の情報

を記載）を添付し、運営会議に提出する。

② クレジット認証申請書、ＣＯ２削減実績報告書は別に定める様式に沿って作成する。

（様式第３号）



４.３ ＣＯ２削減量の認証

① 運営会議は、受理した申請書の審査を、審査会に付託する。

② 審査会は、ＣＯ２削減事業者から提出された実績報告書により、当該ＣＯ２削減事

業から生じるＣＯ２削減量の認証の適合性について審査し、運営会議に報告する。

③ 運営会議は、審査会の審査報告を踏まえ、クレジットとして認証する。

④ クレジットの認証対象は、２００８年４月１日以降のＣＯ２削減量とする。

⑤ クレジットは、１ｔ－ＣＯ２単位とし、端数は切り捨てる。

４.４ クレジットの管理

① 運営会議は、クレジット認証簿を作成し、認証したクレジット及び使用済みクレジ

ットの管理を行う。

② 売買するクレジットは１ｔ－ＣＯ２単位とする。

４.５ ＣＯ２削減事業者によるクレジット提供報告

① ＣＯ２削減事業者は、カーボン・オフセット取組者に対してクレジットを提供した

場合、やまぐちエコ市場ｗｅｂ「クレジット提供報告サイト」において、提供内容の

報告を行う。

② 運営会議は、報告内容の確認を行い、支障がない場合は、当該内容を認証簿に記録

するとともに、やまぐちエコ市場Ｗｅｂ上で公開する。

第５章 その他

５.１ クレジットの価格

① 本システムにおいて取引されるクレジットの価格は、１ｔのＣＯ２あたり３,０００円

とする。

（注意）本運営要綱に基づくシステムの試行において生じた、クレジットの売買に伴う当事者間のト

ラブルについては、やまぐちエコ市場は責任を負わない。

附則

本要綱は、平成２２年２月１２日から施行する。



活動事業名・イベント名等

活動事業・イベント等の内容

実施時期（期間）

カーボン・オフセットの取組の内容
（対象とするＣＯ２排出活動含む）

オフセットの対象とする活動から排
出されるＣＯ２総量　（t-CO2）

算定方法

オフセットＣＯ２量　（t-CO2）
（調達するＣＯ２削減量（クレジット））

資金提供額（円）
（価格：３,０００円／ｔ－CO2）

取組者名

住所・所在地

担当者所属・役職等

担当者名

電話番号

ＦＡＸ番号

E-mailアドレス

カーボン・オフセット取組登録申請書

対象活動の内容

申請者（カーボン・オフセット取組者）

オフセットＣＯ２量・資金提供額

様式第１号



様式第２号

平成 年 月 日

やまぐちエコ市場カーボン・オフセットシステム運営会議会長 様

【申請者】

（所在地）

（名 称）

（代表者職・氏名） 印

ＣＯ２削減事業登録申請書

ＣＯ２削減事業の登録について、ＣＯ２削減事業計画書及びクレジット算定手法を添え

て申請します。

記

１ ＣＯ２削減事業の名称

２ ＣＯ２削減方法

添付資料

別紙１：ＣＯ２削減事業計画書

別紙２：クレジット算定手法



別紙１

ＣＯ２削減事業計画書

１ 事業実施者

２ 事業名

３ 事業の目的

４ ＣＯ２削減方法

５ ＣＯ２削減事業の場所、設備

（１）事業実施場所

（２）設備

６ ＣＯ２削減量（見込み） (t-CO2／年)

事業を実施しなかっ 事業実施後の 事業実施により生 CO2削減量

た場合のCO2排出量 CO2排出量 じるCO2排出量

７ ＣＯ２削減量の算定

（１）クレジット算定手法

（２）ＣＯ２削減量（見込み）に使用した値

８ 認証対象の開始日

開始日：平成 年 月 日



別紙２

クレジット算定手法

１ クレジット算定手法名

２ 対象事業

３ 適用条件

４ 事業を実施しなかった場合のＣＯ２排出量

５ 事業実施後のＣＯ２排出量

６ 事業の実施に伴い生じるＣＯ２排出量

７ ＣＯ２削減量

８ モニタリング方法

項 目 方 法



様式第３号

平成 年 月 日

やまぐちエコ市場カーボン・オフセットシステム運営会議会長 様

【申請者】

（所在地）

（名 称）

（代表者職・氏名） 印

やまぐちエコ市場カーボン・オフセットクレジット認証申請書

やまぐちエコ市場カーボン・オフセットクレジットの認証について、ＣＯ２削減実績報

告書を添えて申請します。

記

１ ＣＯ２削減事業の名称

２ ＣＯ２削減方法

３ 認証対象期間

４ クレジット量

添付資料

別紙１：ＣＯ２削減実績報告書



別紙１

ＣＯ２削減実績報告書

１ 事業実施者

２ 事業名

３ 事業の目的

４ ＣＯ２削減方法

５ ＣＯ２削減事業の場所、設備

（１）事業実施場所

（２）設備

６ ＣＯ２削減活動期間

（１）認証対象の開始日

開始日：平成 年 月 日

（２）本報告における認証対象期間（モニタリング対象期間）

平成 年 月 日から平成 年 月 日

７ モニタリング結果

項 目 単 位 実績値 モニタリング 記録頻度

方法



８ ＣＯ２削減量の算定

（１）クレジット算定手法

（２）事業を実施しなかった場合のＣＯ２排出量

（３）事業実施後のＣＯ２排出量

（４）事業実施により生じるＣＯ２排出量

（５）クレジット量


